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規 則

北海道立道南四季の杜
もり

公園管理規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立道南四季の杜
もり

公園管理規則
（ 旨）
第１条 この規則は、北海道立道南四季の杜

もり

公園（以下「道南公園」という。）の管理に関
し必要な事項を定めるものとする。
（その他の施設の利用の期間及び時間）
第２条 北海道立都市公園条例（昭和 年北海道条例第 号。以下「条例」という。）別表
第１の の事項の規則で定める利用の期間及び時間は、天候の状況等を考慮して条例第２
条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が知事と協議して定めるものと
する。
（遵守事項）
第３条 道南公園の公園施設（都市公園法（昭和 年法律第 号。以下「法」という。）第
２条第２項に規定する公園施設をいう。以下同じ。）であって法第５条第１項の許可を受
けたもの以外のものを利用する者（以下「利用者」という。）は、条例、この規則及び指
定管理者の指示に従うほか、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

道南公園の公園施設であって法第５条第１項の許可を受けたもの以外のものを汚染し、
若しくは損傷し、又はそれらのおそれのある行為をしないこと。
他人に迷惑を及ぼし、又はそのおそれのある行為をしないこと。

（原状回復の義務）
第４条 利用者は、その利用が終了したときは、使用した施設設備を原状に回復しなければ
ならない。
（知事による管理）
第５条 条例第 条第１項の規定により知事が道南公園の管理に係る業務を行う場合におい
ては、第２条中「条例第２条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が知
事と協議して」とあるのは「知事が」と、第３条中「指定管理者」とあるのは「知事」と
する。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

発行 北 海 道
（総務部法制文書課）

電話
（内線 ）
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北海道立道民活動センター条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立道民活動センター条例施行規則の一部を改正する規則
北海道立道民活動センター条例施行規則（平成３年北海道規則第 号）の一部を次のよう

に改正する。
第２条から第４条までを削る。
第５条中「道民活動センター」を「北海道立道民活動センター（以下「道民活動セン
ター」という。）」に、「知事」を「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理
者」という。）」に改め、同条を第２条とする。
第６条第１項中「入館者は」の次に「、条例」を加え、「知事」を「指定管理者」に改め、
同条第２項中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第３条とする。
第７条を削る。
第８条中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第４条とする。
第９条から第 条までを削る。
第 条中「条例第４条第１項に規定する管理受託者は、同条第３項」を「指定管理者は、
条例第 条第３項」に、「別記第６号様式」を「別記様式」に改め、同条を第５条とする。
第 条中「第４条第５項ただし書に規定する」を「第 条第５項ただし書の」に改め、同

条第２号中「第９条第１項」を「条例第 条第１項」に、「第 条の規定による利用の中
止」を「利用を中止する旨」に改め、同条第３号中「第 条の規定による利用の中止」を
「利用を中止する旨」に改め、同条第４号中「第 条第５号」を「条例第 条第２項」に改
め、「該当し、同条の規定に」を削り、同条を第６条とする。
第 条中「第４条第６項に規定する」を「第 条第６項の」に改め、同条を第７条とする。
第 条第１項中「につき」の次に「、条例」を加え、「知事」を「指定管理者」に改め、
同条第２項を削り、同条を第８条とする。
第 条を削る。
第 条第１項中「第 条」を「条例第 条第１項又は第２項」に、「制限された」を「制

限され、若しくは停止された」に改め、同条第２項中「知事」を「指定管理者」に改め、同
条を第９条とする。
第 条中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第 条とし、同条の次に次の１条を加

える。
（知事による管理）
第 条 条例第 条第１項の規定により知事が道民活動センターの管理に係る業務を行う場
合においては、第２条中「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい

う。）」とあるのは「知事」と、第３条及び第４条中「指定管理者」とあるのは「知事」
と、第６条中「同条第１項に規定する利用料金（以下「利用料金」という。）」とあるの
は「条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第１項の使用料（以下「使
用料」という。）」と、第７条中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第８条、第９条
第２項及び第 条中「指定管理者」とあるのは「知事」とする。
第 条を削る。
別表を削る。
別記第１号様式から別記第５号様式までを削る。
別記第６号様式中「（第 条関係）」を「（第５条関係）」に、「管理受託者」を「指

定管理者」に、「第４条第３項」を「第 条第３項」に改め、同様式を別記様式とする。
別記第７号様式及び別記第８号様式を削る。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立北方四島交流センター条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立北方四島交流センター条例施行規則の一部を改正する規則
北海道立北方四島交流センター条例施行規則（平成 年北海道規則第 号）の一部を次

のように改正する。
第２条から第４条までを削る。
第５条中「知事は、交流センター」を「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管
理者」という。以下同じ。）は、北海道立北方四島交流センター（以下「交流センター」と
いう。）」に改め、同条を第２条とする。
第６条第１項中「入館者は」の次に「、条例」を加え、「知事」を「指定管理者」に改め、
同条第２項中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第３条とし、同条の次に次の１条を
加える。
（利用料金の額の承認）
第４条 指定管理者は、条例第 条第３項の規定により利用料金の額について知事の承認を
受けようとするときは、あらかじめ、別記第１号様式の利用料金承認申請書を知事に提出
しなければならない。
第７条から第 条までを削る。
第 条の見出しを「（利用料金の還付の基準）」に改め、同条第１項各号列記以外の部分
を次のように改める。
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条例第 条第５項ただし書の規則で定める基準は、次に掲げる場合について、同条第１
項に規定する利用料金（以下「利用料金」という。）の全部又は一部を還付することがで
きることとする。
第 条第１項第１号中「使用者」を「利用者」に、「使用が」を「利用が」に、「知事」
を「指定管理者」に改め、同項第２号中「使用」を「利用」に、「第９条第１項」を「条例
第 条第１項」に、「承認申請又は第 条の規定による」を「承認の申請又は」に、「の中
止」を「を中止する旨」に、「知事」を「指定管理者」に改め、同項第３号中「第 条第４
号」を「条例第 条第２項」に、「該当し、使用」を「より利用」に改め、同条第２項を削
り、同条を第５条とし、同条の次に次の１条を加える。
（利用料金の減免の基準）
第６条 条例第 条第６項の規則で定める基準は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号
に定めるところにより、利用料金を減免することができることとする。

次のいずれかに該当するとき（条例別表の２の表又は３の表の適用を受けるときを除
く。） 免除
ア 交流センターの設置目的に沿った事業を実施する場合であって、国若しくは地方公
共団体又は知事が特に認める団体が主催するとき。
イ 学校教育法（昭和 年法律第 号）第１条に規定する学校の児童、生徒等が学校教
育の範囲内で利用するとき。
ウ 次に掲げる者が主宰する会議又は研修等（当該会議又は研修等に参加する者が、主
として次に掲げる者及びその引率者であるものに限る。）で利用するとき。

身体障害者福祉法（昭和 年法律第 号）第 条第４項の規定による身体障害
者手帳の交付を受けている者
児童相談所、知的障害者更生相談所、精神保健福祉センター若しくは障害者職業
センターの長又は精神保健指定医により知的障害者と判定された者
精神保健福祉センターの長、精神保健指定医又は精神科を標ぼうする医師により
精神障害者（知的障害者を除く。）と判定された者
歳以上の者
その他知事が から までに準ずる者と認める者

北方領土問題等の解決の促進のための特別措置に関する法律（昭和 年法律第 号）
第２条に規定する北方領土隣接地域を管轄する市若しくは町又は公共的団体等が公共的
活動に利用するとき ７割減額
次のいずれかに該当するとき ５割減額
ア 第１号アからウまでに該当する場合であって、条例別表の３の表の適用を受けると
き。
イ 知事が特別の理由があると認めたとき。

第 条から第 条までを削る。
第 条第１項中「使用者」を「利用者」に、「使用を」を「利用を」に、「使用した」を
「利用した」に「第 条」を「条例第 条第１項又は第２項」に、「使用の」を「利用の」
に改め、同条第２項中「知事」を「指定管理者」に、「使用者」を「利用者」に改め、同条
を第７条とする。
第 条から第 条までを削る。
第 条の見出し中「使用等」を「刊行等」に改め、同条第１項を次のように改める。
条例第 条の承認を受けようとする者は、別記第２号様式の模写品等刊行等承認申請書

を知事に提出しなければならない。
第 条第２項中「模写品等の使用等を承認した」を「条例第 条の承認をした」に、「別

記第 号様式の模写品等使用等承認書」を「別記第３号様式の模写品等刊行等承認書」に改
め、同条を第８条とする。
第 条第１項各号列記以外の部分を次のように改める。
条例第 条第１項の規則で定める者は、次に掲げる者とする。

第 条第２項及び第３項を削り、同条を第９条とする。
第 条第２項及び第３項中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第 条とする。
第 条中「文書により知事」を「指定管理者」に改め、同条に次の１項を加え、同条を第
条とする。
２ 指定管理者は、前項の規定による届出があった場合は、速やかにその旨を知事に報告し
なければならない。
第 条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第 条 条例第 条第１項の規定により知事が交流センターの管理に係る業務を行う場合に
おいては、第２条中「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。以
下同じ。）」とあるのは「知事」と、第３条中「指定管理者」とあるのは「知事」と、第
５条中「同条第１項に規定する利用料金（以下「利用料金」という。）」とあるのは「条
例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第１項の使用料（以下「使用料」
という。）」と、同条第１号及び第２号の規定中「指定管理者」とあるのは「知事」と、
第６条中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第７条第２項、第 条第２項及び第３項
並びに前条第１項の規定中「指定管理者」とあるのは「知事」とし、同条第２項の規定は
適用しない。
別表を削る。
別記第１号様式を次のように改める。

別記第１号様式（第４条関係）
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別記第２号様式から別記第９号様式までを削る。
別記第 号様式中「（第 条関係）」を「（第８条関係）」に、「模 写 品 等 使 用
等 承 認 申 請 書」を「模 写 品 等 刊 行 等 承 認 申 請 書」に、「北海道
立北方四島交流センター条例施行規則第 条第１項」を「北海道立北方四島交流センター条

例第 条」に、「使用等」を「刊行等」に改め、同様式を別記第２号様式とする。
別記第 号様式中「（第 条関係）」を「（第８条関係）」に、「模 写 品 等 使

用 等 承 認 書」を「模 写 品 等 刊 行 等 承 認 書」に、「使用等」を
「刊行等」に改め、同様式を別記第３号様式とする。
別記第 号様式を削る。

附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立開拓の村管理規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立開拓の村管理規則の一部を改正する規則
北海道立開拓の村管理規則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のように改正する。
第１条中「第６条」を削る。
第２条から第４条までを削る。
第５条中「知事」を「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）」に、「拒む」を「拒み、又は退場させる」に改め、同条を第２条とする。
第６条第１項中「この規則及び知事」を「条例、この規則及び指定管理者」に改め、同条
第２項中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第３条とする。
第６条の２中「条例第４条第１項に規定する管理受託者は、同条第３項」を「指定管理者
は、条例第 条第３項」に改め、同条を第４条とする。
第７条中「第４条第５項に規定する」を「第 条第５項の」に改め、同条第１号中「第４

条第１項」を「第 条第１項」に改め、同条を第５条とする。
第８条から第 条までを削る。
第 条中「管理棟内ホール等の使用の」を「条例第 条の」に、「当該管理棟内ホール

等」を「同条に規定する管理棟内ホール等（以下「管理棟内ホール等」という。）」に、
「書面により、知事」を「指定管理者」に改め、同条を第６条とする。
第 条第１項中「管理棟内ホール等の使用の」を「条例第 条の」に、「第 条」を「条

例第 条」に改め、同条第２項中「知事」を「指定管理者」に、「管理棟内ホール等の使
用」を「条例第 条」に改め、同条を第７条とする。
第 条及び第 条を削る。
第 条第１項中「特別観覧」を「条例第 条に規定する特別観覧（以下「特別観覧」とい

う。）」に改め、同条第２項中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第８条とする。
第 条第１項を次のように改める。

※承認番号

利 用 料 金 承 認 申 請 書
年 月 日

北海道知事 様

住 所
指定管理者名
代 表 者
電 話 番 号

北海道立北方四島交流センター条例第 条第３項の規定により、利用料金の額を次
のとおり定めたいので、申請します。

区 分 利用料金の額（円）

備考 １ ※印欄は、記載しないでください。
２ 区分欄は、施設又は設備の名称、利用区分等の指定管理者が利用料金を設定
するに当たり必要な区分を記入すること。
３ 利用料金の額欄は、午前・午後・夜間等の区分を設ける場合には、区分ごと
に記入すること。
４ 欄が不足する場合は、別紙に記入し、この申請書と併せて提出すること。

（用紙寸法 日本工業規格 ４）
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条例第 条の承認を受けようとする者は、別記第２号様式の展示建造物等模写品等刊行
等承認申請書を知事に提出しなければならない。
第 条第２項中「模写品等の刊行等を承認した」を「条例第 条の承認をした」に、「別

記第７号様式の展示建造物等模写品等使用承認書」を「別記第３号様式の展示建造物等模写
品等刊行等承認書」に改め、同条を第９条とし、同条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第 条 条例第 条第１項の規定により知事が開拓の村の管理に係る業務を行う場合におい
ては、第２条中「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）」と
あるのは「知事」と、第３条中「指定管理者」とあるのは「知事」と、第５条第１号中
「条例第 条第１項に規定する利用料金（条例別表２に係るものを除く。以下「利用料
金」という。）」とあるのは「条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条
第１項の使用料（条例別表２に係るものを除く。以下「使用料」という。）」と、同条第
２号中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第６条から第８条までの規定中「指定管理
者」とあるのは「知事」とする。
第 条を削る。
別記第１号様式中「（第６条の２関係）」を「（第４条関係）」に、「管理受託者」を
「指定管理者」に、「第４条第３項」を「第 条第３項」に改める。
別記第２号様式から別記第５号様式までを削る。
別記第６号様式中「（第 条関係）」を「（第９条関係）」に、「展示建造物等模写品等
使用承認申請書」を「展示建造物等模写品等刊行等承認申請書」に、「北海道立開拓の村管
理規則第 条第１項」を「北海道立開拓の村条例第 条」に改め、同様式を別記第２号様式
とする。
別記第７号様式中「（第 条関係）」を「（第９条関係）」に、「展示建造物等模写品等
使用承認書」を「展示建造物等模写品等刊行等承認書」に、「使用に」を「刊行等に」に改
め、同様式を別記第３号様式とする。

附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立オホーツク流氷科学センター条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布す
る。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立オホーツク流氷科学センター条例施行規則の一部を改正する規則
北海道立オホーツク流氷科学センター条例施行規則（平成３年北海道規則第５号）の一部

を次のように改正する。
第２条から第４条までを削る。
第５条中「知事」を「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）」に改め、同条を第２条とする。
第６条第１項中「流氷科学センターの」を「北海道立オホーツク流氷科学センター（以下
「流氷科学センター」という。）の」に、「この規則及び知事」を「条例、この規則及び指
定管理者」に、「次の各号に」を「次に」に改め、同項第１号中「流氷科学センターが収集
し、保管し、若しくは展示する資料」を「条例第３条第２号に規定する流氷科学センター資
料」に改め、同条第２項中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第３条とする。
第６条の２中「条例第４条第１項に規定する管理受託者」を「指定管理者」に、「同条第
３項」を「条例第 条第３項」に改め、同条を第４条とする。
第７条中「第４条第５項に規定する」を「第 条第５項の」に改め、同条第１号中「第４

条第１項」を「第 条第１項」に改め、同号イ中「国民の祝日に関する法律」の次に「（昭
和 年法律第 号）」を加え、同条を第５条とする。
第８条から第 条までを削る。
第 条中「多目的ホール等の使用の」を「条例第 条の」に、「当該多目的ホール等」を

「同条に規定する多目的ホール等（以下「多目的ホール等」という。）」に、「書面により、
知事」を「指定管理者」に改め、同条を第６条とする。
第 条第１項中「多目的ホール等の使用の」を「条例第 条の」に、「第 条」を「条例

第 条」に改め、同条第２項中「知事」を「指定管理者」に、「多目的ホール等の使用」を
「条例第 条」に改め、同条を第７条とする。
第 条及び第 条を削る。
第 条の見出し中「使用等」を「刊行等」に改め、同条第１項を次のように改める。
条例第 条の承認を受けようとする者は、別記第２号様式の模写品等刊行等承認申請書

を知事に提出しなければならない。
第 条第２項中「模写品等の使用等を承認した」を「条例第 条の承認をした」に、「別

記第７号様式」を「別記第３号様式」に、「模写品等使用等承認書」を「模写品等刊行等承
認書」に改め、同条を第８条とする。
第 条第１項各号列記以外の部分を次のように改める。
条例第 条第１項の規則で定める者は、次に掲げる者とする。

第 条第２項及び第３項を削り、同条を第９条とする。
第 条第２項及び第３項中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第 条とする。
第 条の見出し中「届出」を「届出等」に改め、同条中「文書により知事」を「指定管理
者」に改め、同条に次の１項を加える。
２ 指定管理者は、前項の規定による届出があった場合は、速やかにその旨を知事に報告し
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なければならない。
第 条を第 条とし、同条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第 条 条例第 条第１項の規定により知事が流氷科学センターの管理に係る業務を行う場
合においては、第２条中「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）」とあるのは「知事」と、第３条中「指定管理者」とあるのは「知事」と、第５条
第１号中「条例第 条第１項に規定する利用料金（以下「利用料金」という。）」とある
のは「条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第１項の使用料（以下
「使用料」という。）」と、同条第２号中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第６条、
第７条、第 条及び前条第１項中「指定管理者」とあるのは「知事」とし、同条第２項の
規定は、適用しない。
別記第１号様式中「（第６条の２関係）」を「（第４条関係）」に、「管理受託者」を
「指定管理者」に、「第４条第３項」を「第 条第３項」に改める。
別記第２号様式から別記第５号様式までを削る。
別記第６号様式中「（第 条関係）」を「（第８条関係）」に、「模写品等使用等承認申
請書」を「模写品等刊行等承認申請書」に、「北海道立オホーツク流氷科学センター条例施
行規則第 条第１項」を「北海道立オホーツク流氷科学センター条例第 条」に改め、同様
式を別記第２号様式とする。
別記第７号様式中「（第 条関係）」を「（第８条関係）」に、「模写品等使用等承認
書」を「模写品等刊行等承認書」に、「使用等に」を「刊行等に」に改め、同様式を別記第
３号様式とする。
別記第８号様式及び別記第９号様式を削る。

附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道消費生活条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道消費生活条例施行規則の一部を改正する規則
北海道消費生活条例施行規則（平成 年北海道規則第 号）の一部を次のように改正する。
第 条及び第 条を次のように改める。
第 条及び第 条 削除
第 条を削る。
第 条中「消費生活センター」を「北海道立消費生活センター（以下「消費生活セン

ター」という。）」に、「知事」を「条例第 条に規定する指定管理者（以下「指定管理
者」という。）」に改め、同条を第 条とする。
第 条第１項中「入館者は」の次に「、条例」を加え、「知事」を「指定管理者」に改め、
同条第２項中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第 条とし、第４章中同条の次に次
の１条を加える。
（知事による管理）
第 条 条例第 条の６第１項の規定により知事が消費生活センターの管理に係る業務を行
う場合においては、第 条中「条例第 条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」と
いう。）」とあるのは「知事」と、前条中「指定管理者」とあるのは「知事」とする。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道市民活動促進条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道市民活動促進条例施行規則の一部を改正する規則
北海道市民活動促進条例施行規則（平成 年北海道規則第 号）の一部を次のように改正

する。
第１条中「平成 年北海道条例第５号」の次に「。以下「条例」という。」を加える。
第２条から第４条までを削る。
第５条中「知事は、市民活動促進センター」を「条例第 条に規定する指定管理者（以下

「指定管理者」という。）は、北海道立市民活動促進センター（以下「市民活動促進セン
ター」という。）」に改め、同条を第２条とする。
第６条第１項中「入館者は」の次に「、条例」を加え、「知事」を「指定管理者」に、
「次に掲げる」を「次の」に改め、同条第２項中「知事」を「指定管理者」に、「利用」を
「使用」に改め、同条を第３条とし、同条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第４条 条例第 条第１項の規定により知事が市民活動促進センターの管理に係る業務を行
う場合においては、第２条中「条例第 条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」と
いう。）」とあるのは「知事」と、前条中「指定管理者」とあるのは「知事」とする。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立女性プラザ条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
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平成 年 月 日
北海道知事 高 橋 はるみ

北海道規則第 号

北海道立女性プラザ条例施行規則の一部を改正する規則
北海道立女性プラザ条例施行規則（平成３年北海道規則第 号）の一部を次のように改正

する。
第２条から第４条までを削る。
第５条中「女性プラザ」を「北海道立女性プラザ（以下「女性プラザ」という。）」に、
「知事」を「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）」に改め、
同条を第２条とする。
第６条第１項中「入館者は」の次に「、条例」を加え、「知事」を「指定管理者」に改め、
同条第２項中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第３条とし、同条の次に次の１条を
加える。
（知事による管理）
第４条 条例第９条第１項の規定により知事が女性プラザの管理に係る業務を行う場合にお
いては、第２条中「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）」
とあるのは「知事」と、前条中「指定管理者」とあるのは「知事」とする。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立アイヌ総合センター条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立アイヌ総合センター条例施行規則の一部を改正する規則
北海道立アイヌ総合センター条例施行規則（平成３年北海道規則第 号）の一部を次のよ

うに改正する。
第１条中「平成３年北海道条例第 号」の次に「。以下「条例」という。」を加える。
第２条から第４条までを削る。
第５条中「アイヌ総合センター」を「北海道立アイヌ総合センター（以下「アイヌ総合セ
ンター」という。）」に、「知事」を「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理
者」という。）」に改め、同条を第２条とする。
第６条第１項中「入館者は」の次に「、条例」を加え、「知事」を「指定管理者」に改め、
同条第２項中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第３条とし、同条の次に次の１条を
加える。

（模写品等の刊行等の承認）
第４条 条例第 条の承認を受けようとする者は、あらかじめ、別記第１号様式の模写品等
刊行等承認申請書を知事に提出しなければならない。
２ 知事は、条例第 条の承認をしたときは、別記第２号様式の模写品等刊行等承認書を交
付するものとする。
第７条から第９条までを削る。
第 条の見出しを「（資料の貸出しの対 者）」に改め、同条第１項各号列記以外の部分

を次のように改める。
条例第 条第１項の規則で定める者は、次に掲げる者とする。
第 条第２項及び第３項を削り、同条を第５条とする。
第 条第１項を次のように改める。
条例第 条第１項の規定によりアイヌ総合センター資料の貸出しをすることができる期

間（以下「貸出期間」という。）は、 日以内とする。
第 条第２項中「知事」を「指定管理者」に改め、「必要」の次に「がある」を加え、同
条第３項中「知事」を「指定管理者」に改め、「がある」の次に「と認めた」を加え、同条
を第６条とする。
第 条の見出し中「届出」の次に「等」を加え、同条中「文書により知事」を「指定管理
者」に改め、同条に次の１項を加える。
２ 指定管理者は、前項の規定による届出があったときは、速やかにその旨を知事に報告し
なければならない。
第 条を第７条とし、同条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第８条 条例第 条第１項の規定により知事がアイヌ総合センターの管理に係る業務を行う
場合においては、第２条中「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）」とあるのは「知事」と、第３条、第６条第２項及び第３項並びに前条第１項中
「指定管理者」とあるのは「知事」とし、同条第２項の規定は、適用しない。
別記第１号様式及び別記第２号様式を削る。
別記第３号様式中「（第９条関係）」を「（第４条関係）」に、「模写品等使用等承認申
請書」を「模写品等刊行等承認申請書」に、「北海道立アイヌ総合センター条例施行規則第
９条第１項」を「北海道立アイヌ総合センター条例第 条」に、「使用等の」を「刊行等
の」に改め、同様式を別記第１号様式とする。
別記第４号様式中「（第９条関係）」を「（第４条関係）」に、「模写品等使用等承認
書」を「模写品等刊行等承認書」に、「使用等の」を「刊行等の」に改め、同様式末尾欄外
注意２の事項中「使用等」を「刊行等」に改め、同様式を別記第２号様式とする。
別記第５号様式及び別記第６号様式を削る。
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附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立工業技術センター管理規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立工業技術センター管理規則の一部を改正する規則
北海道立工業技術センター管理規則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のように改

正する。
第２条から第４条までを削る。
第５条第１項中「につき」の次に「、北海道立工業技術センター条例（昭和 年北海道条

例第 号。以下「条例」という。）」を加え、「知事」を「条例第４条に規定する指定管理
者（以下「指定管理者」という。）」に改め、同条第２項中「知事」を「指定管理者」に改
め、同条を第２条とする。
第６条から第８条までを削る。
第９条中「第４条第２項」を「第 条第２項」に改め、同条を第３条とする。
第 条第１項中「別記第３号様式」を「別記第１号様式」に改め、同条を第４条とする。
第 条中「第５条第２項」を「第 条第２項」に改め、同条を第５条とする。
第 条第２項中「別記第４号様式」を「別記第２号様式」に改め、同条を第６条とし、第
条を第７条とする。
第 条第１項中「使用者」を「条例第８条第１項の承認を受けた者」に改め、同条を第８

条とする。
第 条第１号を削り、同条第２号中「第８条第４号」を「条例第 条第２項」に、「該当

し、使用」を「より、条例第８条第１項」に改め、同号を同条第１号とし、同条第３号中
「第 条第２項」を「第４条第２項」に改め、同号を同条第２号とし、同条第４号を同条第
３号とし、同条を第９条とし、同条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第 条 条例第 条第１項の規定により知事が工業技術センターの管理に係る業務を行う場
合においては、第２条第１項中「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」
という。）」とあるのは「知事」と、同条第２項中「指定管理者」とあるのは「知事」と
する。
別表第１中「（第９条関係）」を「（第３条関係）」に改める。
別表第２中「（第 条関係）」を「（第５条関係）」に改める。
別記第１号様式及び別記第２号様式を削る。

別記第３号様式中「（第 条関係）」を「（第４条関係）」に、「第 条の」を「第４条
第１項の」に改め、同様式を別記第１号様式とする。
別記第４号様式中「（第 条関係）」を「（第６条関係）」に、「第 条第２項」を「第
６条第２項」に改め、同様式を別記第２号様式とする。

附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立地域食品加工技術センター条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立地域食品加工技術センター条例施行規則の一部を改正する規則
北海道立地域食品加工技術センター条例施行規則（平成６年北海道規則第 号）の一部を

次のように改正する。
第２条から第４条までを削る。
第５条第１項中「技術センター」を「北海道立地域食品加工技術センター（以下「技術セ
ンター」という。）」に改め、「につき」の次に「、条例」を加え、「知事」を「条例第４
条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）」に改め、同条第２項中「知事」
を「指定管理者」に改め、同条を第２条とし、同条の次に次の３条を加える。
（利用料金の額の承認）
第３条 指定管理者は、条例第 条第３項の規定により利用料金の額について知事の承認を
受けようとするときは、別記第１号様式の利用料金承認申請書を知事に提出しなければな
らない。
（利用料金の還付の基準）
第４条 条例第 条第５項ただし書の規則で定める基準は、次に掲げる場合について、同条
第１項に規定する利用料金（以下「利用料金」という。）の全部又は一部を還付すること
ができることとする。

条例第８条第１項の承認を受けた者の責めに帰することができない理由によって利用
が不可能になった場合
条例第 条第２項の規定により利用の承認を取り消した場合

（利用料金の減免の基準）
第５条 条例第 条第６項の規則で定める基準は、知事が特別な理由があると認める場合に、
利用料金を減免することができることとする。
第６条から第 条までを削る。
第 条中「別記第３号様式」を「別記第２号様式」に改め、同条を第６条とする。
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第 条中「第５条第２項」を「第 条第２項」に、「別表第２」を「別表」に改め、同条
を第７条とする。
第 条第１項中「別記第４号様式」を「別記第３号様式」に改め、同条第２項中「別記第
５号様式」を「別記第４号様式」に改め、同条を第８条とし、第 条を第９条とする。
第 条の見出し中「使用料及び」を削り、同条第１項を削り、同条第２項を同条とし、同
条を第 条とし、同条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第 条 条例第 条第１項の規定により知事が技術センターの管理に係る業務を行う場合に
おいては、第２条第１項中「条例第４条に定める指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）」とあるのは「知事」と、同条第２項中「指定管理者」とあるのは「知事」と、第
４条中「同条第１項に規定する利用料金（以下「利用料金」という。）」とあるのは「条
例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第１項の使用料（以下「使用料」
という。）」と、第５条中「利用料金」とあるのは「使用料」とする。
別表第１を削る。
別表第２中「（第 条関係）」を「（第７条関係）」に改め、同表を別表とする。
別記第１号様式を次のように改める。

別記第１号様式（第３条関係）

別記第２号様式を削る。
別記第３号様式中「（第 条関係）」を「（第６条関係）」に、「第 条の」を「第６条

の」に改め、同様式を別記第２号様式とする。
別記第４号様式中「（第 条関係）」を「（第８条関係）」に改め、同様式を別記第３号
様式とする。
別記第５号様式中「（第 条関係）」を「（第８条関係）」に、「第 条第２項」を「第

８条第２項」に改め、同様式を別記第４号様式とする。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立職業能力開発支援センター条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則 号

北海道立職業能力開発支援センター条例施行規則の一部を改正する規則
北海道立職業能力開発支援センター条例施行規則（平成 年北海道規則第 号）の一部を

次のように改正する。
第２条から第４条までを削る。
第５条中「知事」を「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）」に、「支援センター」を「北海道立職業能力開発支援センター（以下「支援セン
ター」という。）」に改め、同条を第２条とする。
第６条第１項中「入館者は」の次に「、条例」を加え、「知事」を「指定管理者」に改め、
同条第２項中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第３条とし、同条の次に次の３条を
加える。
（利用料金の額の承認）
第４条 指定管理者は、条例第 条第３項の規定により利用料金の額について知事の承認を
受けようとするときは、別記様式の利用料金承認申請書を知事に提出しなければならない。
（利用料金の還付の基準）
第５条 条例第 条第５項ただし書の規則で定める基準は、次に掲げる場合について、同条

利 用 料 金 承 認 申 請 書

年 月 日

北海道知事 様

主たる事務所の所在地
指定管理者の名称
代 表 者 の 氏 名

北海道立地域食品加工技術センターの利用料金の額を次のとおり定めることにつ
いて承認を受けたいので、北海道立地域食品加工技術センター条例第 条第３項の
規定により、申請します。

区 分 利用料金の額（円） 備 考

（日本工業規格 ４）
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第１項に規定する利用料金（以下「利用料金」という。）の全部又は一部を還付すること
ができることとする。

条例第８条第１項の承認を受けた者（以下「利用者」という。）の責めに帰すること
のできない理由によって利用が不可能になったと指定管理者が認めたとき。
利用の開始日の前 日までに条例第 条第１項の規定による利用の内容の変更の承認

申請又は利用を中止する旨の申出があって、指定管理者がこれについて相当の理由があ
ると認めたとき。
条例第 条第２項の規定により利用の承認を取り消したとき。
その他知事が特別な理由があると認めたとき。

（利用料金の減免の基準）
第６条 条例第 条第６項の規則で定める基準は、次のとおりとする。

次のいずれかに該当するときは、利用料金を免除することができることとする。
ア 支援センターの設置の目的に沿った事業を実施する場合であって、国若しくは地方
公共団体又は知事が特に認める団体が主催するとき。
イ その他知事が特別の理由があると認めたとき。
次のいずれかに該当するときは、利用料金の５割を減額することができることとする。
ア 職業能力開発促進法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により知事が認定
した職業訓練に使用するとき。
イ その他知事が特別の理由があると認めたとき。
第７条から第 条までを削る。
第 条第１項中「使用者」を「利用者」に、「研修室等の使用」を「支援センターの施設
及び設備（以下「施設等」という。）の利用」に、「使用した施設設備等」を「利用した施
設等」に、「第 条」を「条例第 条第１項又は第２項」に、「使用の」を「利用の」に、
「使用制限された」を「利用を制限された」に改め、同条第２項中「知事」を「指定管理
者」に、「使用者」を「利用者」に改め、同条を第７条とし、同条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第８条 条例第 条第１項の規定により知事が支援センターの管理に係る業務を行う場合に
おいては、第２条中「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）」とあるのは「知事」と、第３条中「指定管理者」とあるのは「知事」と、第５条
中「同条第１項に規定する利用料金（以下「利用料金」という。）」とあるのは「第 条
第２項の規定により読み替えられた条例第 条第１項の使用料（以下「使用料」とい
う。）」と、同条第１号及び第２号中「指定管理者」とあるのは「知事」と、第６条中
「利用料金」とあるのは「使用料」と、前条第２項中「指定管理者」とあるのは「知事」
とする。
第 条を削る。

別表を削る。
別記第１号様式から別記第９号様式までを削り、附則の次に次の様式を加える。

別記様式（第４条関係）

利 用 料 金 承 認 申 請 書

年 月 日

北海道知事 様

主たる事務所の所在地
指定管理者の名称
代 表 者 の 氏 名

北海道立職業能力開発支援センターの利用料金の額を次のとおり定めることにつ
いて承認を受けたいので、北海道立職業能力開発支援センター条例第 条第３項の
規定により、申請します。

区 分 利用料金の額（円） 備 考

（用紙寸法 日本工業規格 ４）

附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立産業共進会場条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立産業共進会場条例施行規則の一部を改正する規則
北海道立産業共進会場条例施行規則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のように改
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正する。
第２条から第 条までを削る。
第 条中「第５条第１項」を「第４条」に、「管理受託者」を「指定管理者（以下「指定
管理者」という。）」に、「同条第３項」を「条例第 条第３項」に、「別記第６号様式」
を「別記様式」に改め、同条を第２条とする。
第 条中「第５条第５項ただし書に規定する」を「第 条第５項ただし書の」に改め、同
条第１号中「全部利用者又は一部利用者」を「条例第８条第１項の承認を受けた者」に改め、
同条第２号中「第 条第１項第５号に該当し同項の規定により、又は同条第２項」を「条例
第 条第２項」に改め、同号を同条第３号とし、同条第１号の次に次の１号を加え、同条を
第３条とする。

条例第８条第１項の承認を受けた者（北海道立産業共進会場（以下「共進会場」とい
う。）の全部利用（共進会場の個人利用及び憩いの広場の利用（以下「一部利用」とい
う。）の場合を除いた利用をいう。以下同じ。）の承認を受けた者に限る。以下「全部
利用者」という。）から全部利用を中止し、又は利用期間を短縮する旨の申出があり、
指定管理者がこれについて相当の理由があると認めた場合
第 条中「第５条第６項に規定する」を「第 条第６項の」に改め、同条を第４条とする。
第 条を削る。
第 条第１項中「第 条第１項又は第２項」を「条例第 条第１項又は第２項」に、「、

又は」を「、若しくは」に改め、「制限されたとき」の次に「、又は全部利用を中止したと
き」を加え、「また」を削り、同条第２項中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第５
条とする。
第 条中「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第６条とする。
第 条、第 条の前の見出し及び同条を削る。
第 条に見出しとして「（退場）」を付し、同条中「知事」を「指定管理者」に、「一部
利用者」を「条例第８条第１項の規定により一部利用の承認を受けた者」に改め、同条を第
７条とし、同条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第８条 条例第 条第１項の規定により知事が共進会場の管理に係る業務を行う場合におい
ては、第３条中「同条第１項に規定する利用料金（以下「利用料金」という。）」とある
のは「条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第１項の使用料（以下
「使用料」という。）」と、同条第２号中「指定管理者」とあるのは「知事」と、第４条
中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第５条第２項、第６条及び前条中「指定管理
者」とあるのは「知事」とする。
別記第１号様式から別記第５号様式までを削る。
別記第６号様式中「（第 条関係）」を「（第２条関係）」に、「管理受託者」を「指

定管理者」に、「第５条第３項」を「第 条第３項」に改め、同様式を別記様式とする。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立青少年の森管理規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立青少年の森管理規則の一部を改正する規則
北海道立青少年の森管理規則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のように改正する。
第２条及び第３条を削る。
第４条中「条例第３条第１項第４号」を「北海道立青少年の森条例（昭和 年北海道条例

第 号。以下「条例」という。）第８条第１項第３号」に改め、同条を第２条とする。
第５条から第８条までを削る。
第９条中「施設を」を「施設等を」に、「施設の使用」を「施設等の使用」に改め、「に
つき」の次に「、条例」を加え、「当該施設の管理に当たる職員」を「条例第４条に規定す
る指定管理者（以下「指定管理者」という。）」に改め、同条第１号中「施設」を「施設
等」に改め、同条を第３条とする。
第 条第１項中「森林学習展示館の学習室等」を「青少年の森の森林学習展示館（学習室
に限る。）、苗畑又は集合訓練広場（以下「森林学習展示館の学習室等」という。）」に、
「又は設備」を「等」に、「第５条」を「条例第 条第１項」に改め、同条第２項中「前
項」の次に「に規定する者が同項」を加え、「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第４
条とし、同条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第５条 条例第 条第１項の規定により知事が青少年の森の管理に係る業務を行う場合にお
いては、第３条中「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）」
とあるのは「知事」と、前条第２項中「指定管理者」とあるのは「知事」とする。
別記第１号様式及び別記第２号様式を削る。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立 世紀の森管理規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号
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北海道立 世紀の森管理規則の一部を改正する規則
北海道立 世紀の森管理規則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のように改正する。
第２条から第８条までを削る。
第９条中「施設を」を「施設等を」に、「施設の使用」を「施設等の使用」に改め、「に
つき」の次に「、北海道立 世紀の森条例（昭和 年北海道条例第９号。以下「条例」とい
う。）」を加え、「当該施設の管理に当たる職員（以下「職員」という。）」を「条例第４
条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）」に改め、同条第１号中「施設」
を「施設等」に改め、同条第３号中「職員」を「指定管理者」に改め、同条を第２条とする。
第 条第１項中「森林学習展示館の学習室等」を「 世紀の森の森林学習展示館（学習室

に限る。）又は苗畑（以下「森林学習展示館の学習室等」という。）」に、「又は設備」を
「等」に、「第５条」を「条例第 条第１項」に改め、同条第２項中「前項」の次に「に規
定する者が同項」を加え、「知事」を「指定管理者」に改め、同条を第３条とし、同条の次
に次の１条を加える。
（知事による管理）
第４条 条例第 条第１項の規定により知事が 世紀の森の管理に係る業務を行う場合にお
いては、第２条中「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）」
とあるのは「知事」と、同条第３号及び前条第２項中「指定管理者」とあるのは「知事」
とする。
別記第１号様式及び別記第２号様式を削る。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立道民の森管理規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立道民の森管理規則の一部を改正する規則
北海道立道民の森管理規則（平成２年北海道規則第 号）の一部を次のように改正する。
第２条から第４条までを削る。
第５条中「条例第４条第１項」を「北海道立道民の森条例（平成２年北海道条例第 号。

以下「条例」という。）第４条」に、「管理受託者」を「指定管理者（以下「指定管理者」
という。）」に、「同条第３項」を「条例第 条第３項」に、「別記第３号様式」を「別記
第１号様式」に改め、同条を第２条とする。
第６条中「第４条第５項ただし書に規定する」を「第 条第５項ただし書の」に改め、同

条第２号中「第４条第４号の事由に該当し、同条」を「条例第 条第２項」に改め、同条を

第３条とする。
第７条中「第４条第６項に規定する」を「第 条第６項の」に改め、同条を第４条とする。
第８条から第 条までを削り、第 条を第５条とする。
第 条第１項中「別記第４号様式」を「別記第２号様式」に改め、同条第２項中「別記第
５号様式」を「別記第３号様式」に改め、同条を第６条とする。
第 条中「者は」の次に「、条例」を加え、「道民の森の管理に当たる職員」を「指定管
理者」に改め、同条第１号中「施設」を「施設等」に改め、同条を第７条とする。
第 条第１項中「第３条第１項」を「第７条第１項」に、「管理棟学習室等」を「道民の
森の管理棟学習室、野外ステージ、キャンプ場（デイキャンプ場を除く。）、シャワー室、
工芸館工作室、陶芸館工作室、バンガロー、宿泊棟、森林学習センター（研修室及び体育館
に限る。）又はパークゴルフ場（以下「管理棟学習室等」という。）」に、「第 条第１項
の規定による」を「第５条第１項の」に、「又は設備」を「等」に、「第４条」を「条例第
条第１項」に、「第 条第４項」を「第５条第４項」に改め、同条第２項中「知事」を

「指定管理者」に改め、同条を第８条とし、同条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第９条 条例第 条第１項の規定により知事が道民の森の管理に係る業務を行う場合におい
ては、第３条中「同条第１項に規定する利用料金（以下「利用料金」という。）」とある
のは「条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第１項の使用料（以下
「使用料」という。）」と、第４条中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第７条及び
前条第２項中「指定管理者」とあるのは「知事」とする。
別表を削る。
別記第１号様式及び別記第２号様式を削る。
別記第３号様式中「（第５条関係）」を「（第２条関係）」に、「管 理 受 託 者 の 名

称」を「指定管理者の名称」に、「第４条第３項」を「第 条第３項」に改め、同様式
を別記第１号様式とする。
別記第４号様式中「（第 条関係）」を「（第６条関係）」に改め、同様式を別記第２号
様式とする。
別記第５号様式中「（第 条関係）」を「（第６条関係）」に改め、同様式を別記第３号
様式とする。

附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立トムテ文化の森管理規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
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北海道規則第 号

北海道立トムテ文化の森管理規則の一部を改正する規則
北海道立トムテ文化の森管理規則（平成 年北海道規則第 号）の一部を次のように改正

する。
第２条及び第３条を削る。
第４条中「条例第３条第１項第３号」を「北海道立トムテ文化の森条例（平成 年北海道

条例第２号。以下「条例」という。）第８条第１項第３号」に改め、同条を第２条とする。
第５条から第８条までを削る。
第９条中「施設を」を「施設等を」に、「施設の使用」を「施設等の使用」に改め、「に
つき」の次に「、条例」を加え、「当該施設の管理に当たる職員（以下「職員」とい
う。）」を「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）」に改め、
同条第１号中「施設」を「施設等」に改め、同条第３号中「職員」を「指定管理者」に改め、
同条を第３条とする。
第 条第１項中「森林学習展示館の学習室等」を「トムテ文化の森の森林学習展示館（学
習室に限る。）、薬草生産施設又は炭焼き施設（以下「森林学習展示館の学習室等」とい
う。）」に、「又は設備」を「等」に、「第５条」を「条例第 条第１項」に改め、同条第
２項中「前項」の次に「に規定する者が同項」を加え、「知事」を「指定管理者」に改め、
同条を第４条とし、同条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第５条 条例第 条第１項の規定により知事がトムテ文化の森の管理に係る業務を行う場合
においては、第３条中「条例第４条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）」とあるのは「知事」と、同条第３号及び前条第２項中「指定管理者」とあるのは
「知事」とする。
別記第１号様式及び別記第２号様式を削る。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立都市公園条例の改正に伴う関係規則の整備に関する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立都市公園条例の改正に伴う関係規則の整備に関する規則
（北海道立真駒内公園屋内競技場等管理規則の一部改正）
第１条 北海道立真駒内公園屋内競技場等管理規則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を
次のように改正する。

題名を次のように改める。
北海道立真駒内公園管理規則

第１条を次のように改める。
（ 旨）

第１条 この規則は、北海道立真駒内公園（以下「真駒内公園」という。）の管理に関し
必要な事項を定めるものとする。
第２条を削る。
第１条の２第１項中「体育の日は、」の次に「真駒内公園の」を加え、同条を第２条と
する。
第３条を次のように改める。
（その他の施設の利用の期間及び時間）
第３条 北海道立都市公園条例（昭和 年北海道条例第 号。以下「条例」という。）別
表第１の の事項の規則で定める期間及び時間は、天候の状況等を考慮して条例第２条
に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が知事と協議して定めるものと
する。
第４条から第 条までを削る。
第 条中「条例第 条の２第１項に規定する管理受託者は、同条第３項」を「指定管理
者は、条例第 条の２第３項」に、「別記第６号様式」を「別記様式」に改め、同条を第
４条とする。
第 条第１号中「利用者」を「条例第６条第１項の承認を受けた者」に改め、「又は観
覧」を削り、同条第２号中「第 条第２項又は第３項」を「条例第６条の４第２項」に改
め、「又は観覧」を削り、同号を同条第３号とし、同条第１号の次に次の１号を加え、同
条を第５条とする。

競技場の全部利用の承認を受けた者（第８条において「全部利用者」という。）か
ら全部利用を中止し、又は利用期間を短縮する旨の申出があり、指定管理者がこれに
ついて相当の理由があると認めた場合
第 条第１号コ中「利用し、又は観覧する」を「利用する」に改め、同条を第６条とし、
同条の次に次の１条を加える。
（遵守事項）
第７条 真駒内公園の公園施設（都市公園法（昭和 年法律第 号。以下「法」とい
う。）第２条第２項に規定する公園施設をいう。以下同じ。）であって法第５条第１項
の許可を受けたもの以外のものを利用する者（以下「利用者」という。）は、条例、こ
の規則及び指定管理者の指示に従うほか、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

真駒内公園の公園施設であって法第５条第１項の許可を受けたもの以外のものを汚
染し、若しくは損傷し、又はそれらのおそれのある行為をしないこと。
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他人に迷惑を及ぼし、又はそのおそれのある行為をしないこと。
第 条を削る。
第 条第１項中「、その」を「その」に改め、「までに」の次に「、全部利用者以外の
利用者はその利用が終了したときは」を加え、「第 条第１項から第３項まで」を「条例
第６条の４第１項又は第２項」に改め、「また」を削り、同条第２項及び第３項中「知
事」を「指定管理者」に改め、同条を第８条とし、同条の次に次の１条を加える。
（知事による管理）
第９条 条例第 条第１項の規定により知事が真駒内公園の管理に係る業務を行う場合に
おいては、第３条中「条例第２条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）が知事と協議して」とあるのは「知事が」と、第５条中「同条第１項に規定する
利用料金（以下「利用料金」という。）」とあるのは「条例第 条第２項の規定により
読み替えられた条例第 条の２第１項の使用料（以下「使用料」という。）」と、同条
第２号中「指定管理者」とあるのは「知事」と、第６条中「利用料金」とあるのは「使
用料」と、第７条及び前条中「指定管理者」とあるのは「知事」とする。
第 条及び第 条を削る。
別記第１号様式から別記第５号様式までを削る。
別記第６号様式中「（第 条関係）」を「（第４条関係）」に、「管理受託者の名

称」を「指定管理者の名称」に、「屋内競技場等」を「の公園施設」に改め、同様式
を別記様式とする。
（北海道立野幌総合運動公園運動施設等管理規則の一部改正）
第２条 北海道立野幌総合運動公園運動施設等管理規則（昭和 年北海道規則第 号）の一
部を次のように改正する。
題名を次のように改める。
北海道立野幌総合運動公園管理規則

第１条を次のように改める。
（ 旨）
第１条 この規則は、北海道立野幌総合運動公園（以下「野幌総合公園」という。）の管
理に関し必要な事項を定めるものとする。
第３条を削る。
第２条の見出しを「（合宿所の利用）」に改め、同条第１項及び第２項を削り、同条第
３項中「第１項」を「野幌総合公園」に改め、「の利用にあって」及び「利用する者が」
を削り、「限る」を「限り、利用できる」に改め、同項を同条とし、同条を第３条とし、
第１条の次に次の１条を加える。
（その他の施設の利用の期間及び時間）
第２条 北海道立都市公園条例（昭和 年北海道条例第 号。以下「条例」という。）別

表第１の の事項の規則で定める期間及び時間は、天候の状況等を考慮して条例第２条
に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が知事と協議して定めるものと
する。
第４条から第７条までを削る。
第８条中「条例第 条の２第１項に規定する管理受託者は、同条第３項」を「指定管理

者は、条例第 条の２第３項」に、「別記第６号様式」を「別記様式」に改め、同条を第
４条とする。
第９条第１号中「利用者」を「条例第６条第１項の承認を受けた者」に改め、同条第２
号中「第６条の規定により利用を中止した場合又は第７条第２項」を「条例第６条の４第
２項」に改め、同号を同条第３号とし、同条第１号の次に次の１号を加え、同条を第５条
とする。

条例第６条第１項の承認を受けた者（水泳プール、体育館又は陸上競技場にあって
は、全部利用の承認を受けた者に限る。）から利用を中止し、又は利用期間を短縮す
る旨の申出があり、指定管理者がこれについて相当の理由があると認めた場合
第 条を第６条とし、同条の次に次の３条を加える。
（遵守事項）
第７条 野幌総合公園の公園施設（都市公園法（昭和 年法律第 号。以下「法」とい
う。）第２条第２項に規定する公園施設をいう。以下同じ。）であって法第５条第１項
の許可を受けたもの以外のものを利用する者（以下「利用者」という。）は、条例、こ
の規則及び指定管理者の指示に従うほか、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

野幌総合公園の公園施設であって法第５条第１項の許可を受けたもの以外のものを
汚染し、若しくは損傷し、又はそれらのおそれのある行為をしないこと。
他人に迷惑を及ぼし、又はそのおそれのある行為をしないこと。

（原状回復の義務）
第８条 利用者は、その利用が終了したときは、使用した施設設備を原状に回復しなけれ
ばならない。条例第６条の４第１項又は第２項の規定により利用の承認を取り消され、
又はその利用を制限されたときも、同様とする。
（知事による管理）
第９条 条例第 条第１項の規定により知事が野幌総合公園の管理に係る業務を行う場合
においては、第２条中「条例第２条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）が知事と協議して」とあるのは「知事が」と、第５条中「同条第１項に規定する
利用料金（以下「利用料金」という。）」とあるのは「条例第 条第２項の規定により
読み替えられた条例第 条の２第１項の使用料（以下「使用料」という。）」と、同条
第２号中「指定管理者」とあるのは「知事」と、第６条中「利用料金」とあるのは「使
用料」と、第７条中「指定管理者」とあるのは「知事」とする。
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第 条を削る。
別記第１号様式から別記第５号様式までを削る。
別記第６号様式中「（第８条関係）」を「（第４条関係）」に、「管理受託者の名

称」を「指定管理者の名称」に、「運動施設等」を「の公園施設」に改め、同様式を
別記様式とする。
（北海道子どもの国大型遊戯施設管理規則の一部改正）
第３条 北海道子どもの国大型遊戯施設管理規則（平成元年北海道規則第 号）の一部を次
のように改正する。
題名を次のように改める。
北海道子どもの国管理規則

第１条及び第２条を次のように改める。
（ 旨）
第１条 この規則は、北海道子どもの国（以下「子どもの国」という。）の管理に関し必
要な事項を定めるものとする。
（その他の施設の利用の期間及び時間）
第２条 北海道立都市公園条例（昭和 年北海道条例第 号。以下「条例」という。）別
表第１の の事項の規則で定める期間及び時間は、天候の状況等を考慮して条例第２条
に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が知事と協議して定めるものと
する。
第３条及び第４条を削る。
第５条中「条例第 条の２第１項に規定する管理受託者は、同条第３項」を「指定管理

者は、条例第 条の２第３項」に改め、同条を第３条とする。
第６条第１号中「利用者」を「条例第６条第１項の承認を受けた者」に改め、同条第２
号中「第４条第２項」を「条例第６条の４第２項」に改め、同条を第４条とする。
第７条を第５条とし、同条の次に次の２条を加える。
（遵守事項）
第６条 子どもの国の公園施設（都市公園法（昭和 年法律第 号。以下「法」とい
う。）第２条第２項に規定する公園施設をいう。以下同じ。）であって法第５条第１項
の許可を受けたもの以外のものを利用する者（以下「利用者」という。）は、条例、こ
の規則及び指定管理者の指示に従うほか、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

子どもの国の公園施設であって法第５条第１項の許可を受けたもの以外のものを汚
染し、若しくは損傷し、又はそれらのおそれのある行為をしないこと。
他人に迷惑を及ぼし、又はそのおそれのある行為をしないこと。

（原状回復の義務）
第７条 利用者は、その利用が終了したときは、使用した施設設備を原状に回復しなけれ

ばならない。条例第６条の４第１項又は第２項の規定により利用の承認を取り消され、
又はその利用を制限されたときも、同様とする。
第８条を次のように改める。
（知事による管理）
第８条 条例第 条第１項の規定により知事が子どもの国の管理に係る業務を行う場合に
おいては、第２条中「条例第２条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）が知事と協議して」とあるのは「知事が」と、第４条中「同条第１項に規定する
利用料金（以下「利用料金」という。）」とあるのは「条例第 条第２項の規定により
読み替えられた条例第 条の２第１項の使用料（以下「使用料」という。）」と、第５
条中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第６条中「指定管理者」とあるのは「知
事」とする。
別記様式中「（第５条関係）」を「（第３条関係）」に、「管理受託者の名称」を

「指定管理者の名称」に、「大型遊戯施設」を「の公園施設」に改める。
（北海道立オホーツク公園オートキャンプ場等管理規則の一部改正）
第４条 北海道立オホーツク公園オートキャンプ場等管理規則（平成６年北海道規則第
号）の一部を次のように改正する。
題名を次のように改める。
北海道立オホーツク公園管理規則

第１条を次のように改める。
（ 旨）

第１条 この規則は、北海道立オホーツク公園（以下「オホーツク公園」という。）の管
理に関し必要な事項を定めるものとする。
第２条の見出しを「（オートキャンプ場の利用の時間）」に改め、同条第１項の表以外
の部分を次のように改め、同項の表のパークゴルフ場の項及び同条第２項を削る。
北海道立都市公園条例（昭和 年北海道条例第 号。以下「条例」という。）別表第

１の４の事項の規則で定める時間は、次のとおりとする。
第３条を次のように改める。
（その他の施設の利用の期間及び時間）
第３条 条例別表第１の の事項の規則で定める期間及び時間は、天候の状況等を考慮し
て条例第２条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が知事と協議して
定めるものとする。
第４条及び第５条を削る。
第６条中「条例第 条の２第１項に規定する管理受託者は、同条第３項」を「指定管理
者は、条例第 条の２第３項」に、「別記第３号様式」を「別記様式」に改め、同条を第
４条とする。
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第７条第１号中「利用者」を「条例第６条第１項の承認を受けた者」に改め、同条第２
号中「第５条第２項」を「条例第６条の４第２項」に改め、同条を第５条とし、第８条を
第６条とする。
第９条中「オートキャンプ場等を利用する者は」を「オホーツク公園の公園施設（都市
公園法（昭和 年法律第 号。以下「法」という。）第２条第２項に規定する公園施設を
いう。以下同じ。）であって法第５条第１項の許可を受けたもの以外のものを利用する者
（以下「利用者」という。）は、条例」に、「オホーツク公園の管理に当たる職員」を
「指定管理者」に改め、同条第１号中「オートキャンプ場等の施設」を「オホーツク公園
の公園施設であって法第５条第１項の許可を受けたもの以外のもの」に改め、同条第３号
中「指定」を「オホーツク公園のオートキャンプ場を利用する場合にあっては、指定」に
改め、同条を第７条とし、同条の次に次の２条を加える。
（原状回復の義務）
第８条 利用者は、その利用が終了したときは、使用した施設設備を原状に回復しなけれ
ばならない。条例第６条の４第１項又は第２項の規定により利用の承認を取り消され、
又はその利用を制限されたときも、同様とする。
（知事による管理）
第９条 条例第 条第１項の規定により知事がオホーツク公園の管理に係る業務を行う場
合においては、第３条中「条例第２条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）が知事と協議して」とあるのは「知事が」と、第５条中「同条第１項に規定する
利用料金（以下「利用料金」という。）」とあるのは「条例第 条第２項の規定により
読み替えられた条例第 条の２第１項の使用料（以下「使用料」という。）」と、第６
条中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第７条中「指定管理者」とあるのは「知
事」とする。
別記第１号様式及び別記第２号様式を削る。
別記第３号様式中「（第６条関係）」を「（第４条関係）」に、「管理受託者の名
称」を「指定管理者の名称」に、「オートキャンプ場等」を「の公園施設」に改め、
同様式を別記様式とする。
（北海道立宗谷ふれあい公園オートキャンプ場等管理規則の一部改正）
第５条 北海道立宗谷ふれあい公園オートキャンプ場等管理規則（平成 年北海道規則第
号）の一部を次のように改正する。
題名を次のように改める。
北海道立宗谷ふれあい公園管理規則

第１条を次のように改める。
（ 旨）

第１条 この規則は、北海道立宗谷ふれあい公園（以下「宗谷ふれあい公園」とい

う。）」の管理に関し必要な事項を定めるものとする。
第２条の見出しを「（オートキャンプ場の利用の時間）」に改め、同条第１項の表以外
の部分を次のように改め、同項の表のパークゴルフ場の項及びバーベキューコーナーの項
並びに同条第２項を削る。
北海道立都市公園条例（昭和 年北海道条例第 号。以下「条例」という。）別表第

１の５の事項の規則で定める時間は、次のとおりとする。
第３条を次のように改める。
（その他の施設の利用の期間及び時間）
第３条 条例別表第１の の事項の規則で定める期間及び時間は、天候の状況等を考慮し
て条例第２条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が知事と協議して
定めるものとする。
第４条及び第５条を削る。
第６条中「条例第 条の２第１項に規定する管理受託者は、同条第３項」を「指定管理
者は、条例第 条の２第３項」に、「別記第３号様式」を「別記様式」に改め、同条を第
４条とする。
第７条第１号中「利用者」を「条例第６条第１項の承認を受けた者」に改め、同条第２
号中「第５条第２項」を「条例第６条の４第２項」に改め、同条を第５条とし、第８条を
第６条とする。
第９条中「オートキャンプ場等を利用する者は」を「宗谷ふれあい公園の公園施設（都
市公園法（昭和 年法律第 号。以下「法」という。）第２条第２項に規定する公園施設
をいう。以下同じ。）であって法第５条第１項の許可を受けたもの以外のものを利用する
者（以下「利用者」という。）は、条例」に、「宗谷ふれあい公園の管理に当たる職員」
を「指定管理者」に改め、同条第１号中「オートキャンプ場等の施設」を「宗谷ふれあい
公園の公園施設であって法第５条第１項の許可を受けたもの以外のもの」に改め、同条第
３号中「指定」を「宗谷ふれあい公園のオートキャンプ場を利用する場合にあっては、指
定」に改め、同条を第７条とし、同条の次に次の２条を加える。
（原状回復の義務）
第８条 利用者は、その利用が終了したときは、使用した施設設備を原状に回復しなけれ
ばならない。条例第６条の４第１項又は第２項の規定により利用の承認を取り消され、
又はその利用を制限されたときも、同様とする。
（知事による管理）
第９条 条例第 条第１項の規定により知事が宗谷ふれあい公園の管理に係る業務を行う
場合においては、第３条中「条例第２条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」と
いう。）が知事と協議して」とあるのは「知事が」と、第５条中「同条第１項に規定す
る利用料金（以下「利用料金」という。）」とあるのは「条例第 条第２項の規定によ



北 海 道 公 報 号外第 号平成 年 月 日（金曜日）

り読み替えられた条例第 条の２第１項の使用料（以下「使用料」という。）」と、第
６条中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第７条中「指定管理者」とあるのは「知
事」とする。
別記第１号様式及び別記第２号様式を削る。
別記第３号様式中「（第６条関係）」を「（第４条関係）」に、「管理受託者の名
称」を「指定管理者の名称」に、「オートキャンプ場等」を「の公園施設」に改め、
同様式を別記様式とする。
（北海道立十勝エコロジーパークオートキャンプ場等管理規則の一部改正）
第６条 北海道立十勝エコロジーパークオートキャンプ場等管理規則（平成 年北海道規則
第 号）の一部を次のように改正する。
題名を次のように改める。
北海道立十勝エコロジーパーク管理規則

第１条を次のように改める。
（ 旨）

第１条 この規則は、北海道立十勝エコロジーパーク（以下「十勝公園」という。）の管
理に関し必要な事項を定めるものとする。
第２条の見出しを「（オートキャンプ場の利用の時間）」に改め、同条第１項の表以外
の部分を次のように改め、同項の表の自転車の項及び同条第２項を削る。
北海道立都市公園条例（昭和 年北海道条例第 号。以下「条例」という。）別表第

１の８の事項の規則で定める時間は、次のとおりとする。
第３条を次のように改める。
（その他の施設の利用の期間及び時間）
第３条 条例別表第１の の事項の規則で定める期間及び時間は、天候の状況等を考慮し
て条例第２条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が知事と協議して
定めるものとする。
第４条及び第５条を削る。
第６条中「条例第 条の２第１項に規定する管理受託者は、同条第３項」を「指定管理
者は、条例第 条の２第３項」に、「別記第３号様式」を「別記様式」に改め、同条を第
４条とする。
第７条第１号中「利用者」を「条例第６条第１項の承認を受けた者」に改め、同条第２
号中「第５条第２項」を「条例第６条の４第２項」に改め、同条を第５条とし、第８条を
第６条とする。
第９条中「オートキャンプ場等を利用する者は」を「十勝公園の公園施設（都市公園法
（昭和 年法律第 号。以下「法」という。）第２条第２項に規定する公園施設をいう。
以下同じ。）であって法第５条第１項の許可を受けたもの以外のものを利用する者（以下

「利用者」という。）は、条例」に、「北海道立十勝エコロジーパークの管理に当たる職
員」を「指定管理者」に改め、同条第１号中「オートキャンプ場等の施設」を「十勝公園
の公園施設であって法第５条第１項の許可を受けたもの以外のもの」に改め、同条第３号
中「指定」を「十勝公園のオートキャンプ場を利用する場合にあっては、指定」に改め、
同条を第７条とし、同条の次に次の２条を加える。
（原状回復の義務）
第８条 利用者は、その利用が終了したときは、使用した施設設備を原状に回復しなけれ
ばならない。条例第６条の４第１項又は第２項の規定により利用の承認を取り消され、
又はその利用を制限されたときも、同様とする。
（知事による管理）
第９条 条例第 条第１項の規定により知事が十勝公園の管理に係る業務を行う場合にお
いては、第３条中「条例第２条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）
が知事と協議して」とあるのは「知事が」と、第５条中「同条第１項に規定する利用料
金（以下「利用料金」という。）」とあるのは「条例第 条第２項の規定により読み替
えられた条例第 条の２第１項の使用料（以下「使用料」という。）」と、第６条中
「利用料金」とあるのは「使用料」と、第７条中「指定管理者」とあるのは「知事」と
する。
別記第１号様式及び別記第２号様式を削る。
別記第３号様式中「（第６条関係）」を「（第４条関係）」に、「管理受託者の名

称」を「指定管理者の名称」に、「オートキャンプ場等」を「の公園施設」に改め、
同様式を別記様式とする。
（北海道立ゆめの森公園パークゴルフ場管理規則の一部改正）
第７条 北海道立ゆめの森公園パークゴルフ場管理規則（平成 年北海道規則第 号）の一
部を次のように改正する。
題名を次のように改める。
北海道立ゆめの森公園管理規則

第１条及び第２条を次のように改める。
（ 旨）
第１条 この規則は、北海道立ゆめの森公園（以下「ゆめの森公園」という。）の管理に
関し必要な事項を定めるものとする。
（その他の施設の利用の期間及び時間）
第２条 北海道立都市公園条例（昭和 年北海道条例第 号。以下「条例」という。）別
表第１の の事項の規則で定める期間及び時間は、天候の状況等を考慮して条例第２条
に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が知事と協議して定めるものと
する。
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第３条及び第４条を削る。
第５条中「条例第 条の２第１項に規定する管理受託者は、同条第３項」を「指定管理

者は、条例第 条の２第３項」に改め、同条を第３条とする。
第６条第１号中「利用者」を「条例第６条第１項の承認を受けた者」に改め、同条第２
号中「第４条第２項」を「条例第６条の４第２項」に改め、同条を第４条とし、第７条を
第５条とする。
第８条中「利用者は」を「ゆめの森公園の公園施設（都市公園法（昭和 年法律第 号。

以下「法」という。）第２条第２項に規定する公園施設をいう。以下同じ。）であって法
第５条第１項の許可を受けたもの以外のものを利用する者（以下「利用者」という。）は、
条例」に、「ゆめの森公園の管理に当たる職員」を「指定管理者」に改め、同条第１号中
「パークゴルフ場の施設」を「ゆめの森公園の公園施設であって法第５条第１項の許可を
受けたもの以外のもの」に改め、同条を第６条とし、同条の次に次の２条を加える。
（原状回復の義務）
第７条 利用者は、その利用が終了したときは、使用した施設設備を原状に回復しなけれ
ばならない。条例第６条の４第１項又は第２項の規定により利用の承認を取り消され、
又はその利用を制限されたときも、同様とする。
（知事による管理）
第８条 条例第 条第１項の規定により知事がゆめの森公園の管理に係る業務を行う場合
においては、第２条中「条例第２条に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい
う。）が知事と協議して」とあるのは「知事が」と、第４条中「同条第１項に規定する
利用料金（以下「利用料金」という。）」とあるのは「条例第 条第２項の規定により
読み替えられた条例第 条の２第１項の使用料（以下「使用料」という。）」と、第５
条中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第６条中「指定管理者」とあるのは「知
事」とする。
別記様式中「（第５条関係）」を「（第３条関係）」に、「管理受託者の名称」を

「指定管理者の名称」に、「パークゴルフ場」を「の公園施設」に改める。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道営住宅条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道営住宅条例施行規則の一部を改正する規則
北海道営住宅条例施行規則（平成９年北海道規則第 号）の一部を次のように改正する。

第６条第１項中「市町村又は公共的団体に対し事務を委託した」を「指定管理者に道営住
宅等の管理を行わせることとした」に、「委託した事務」を「指定管理者が行う業務」に、
「市町村長又は公共的団体の長」を「指定管理者」に改める。
第 条を削り、第 条を第 条とする。
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立少年自然の 条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立少年自然の 条例施行規則の一部を改正する規則
北海道立少年自然の 条例施行規則（平成 年北海道規則第 号）の一部を次のように改

正する。
第１号中「第５条第３項」を「第 条第３項」に改め、第２号中「第５条の２第３項」を
「第 条第３項」に改め、第３号中「第５条の２第４項」を「第 条第４項」に改め、第４
号中「第５条の２第５項ただし書」を「第 条第５項ただし書」に改め、第５号中「第５条
の２第６項」を「第 条第６項」に改め、本則に次の３号を加える。

条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第１項の規定による使用料
の額の決定
条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第５項ただし書の規定によ

る使用料の還付の基準の設定
条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第６項の規定による使用料

の減免の基準の設定及び減免
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立博物館条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立博物館条例施行規則の一部を改正する規則
北海道立博物館条例施行規則（平成 年北海道規則第 号）の一部を次のように改正する。
第４号中「第４条」を「第 条第６項」に改め、同号を第５号とし、第３号中「第３条第
５項ただし書」を「第 条第５項ただし書」に改め、同号を第４号とし、第２号中「第３条
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第４項」を「第 条第４項」に改め、同号を第３号とし、第１号中「第３条第３項」を「第
条第３項」に改め、同号を第２号とし、同号の前に次の１号を加える。
条例第９条第４号の規定による北海道立博物館を利用する催しの料金の額の基準の設
定
本則に次の３号を加える。
条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第１項の規定による観覧料

及び使用料の額の決定
条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第５項ただし書の規定によ

る観覧料及び使用料の還付の基準の設定
条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第６項の規定による観覧料

及び使用料の減免の基準の設定及び減免
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。

北海道立体育センター条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道立体育センター条例施行規則の一部を改正する規則
北海道立体育センター条例施行規則（平成 年北海道規則第 号）の一部を次のように改

正する。
第１号中「第４条第３項」を「第 条第３項」に改め、第２号中「第４条第４項」を「第
条第４項」に改め、第３号中「第４条第５項ただし書」を「第 条第５項ただし書」に改

め、第４号中「第４条第６項」を「第 条第６項」に改め、本則に次の３号を加える。
条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第１項の規定による使用料

の額の決定
条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第５項ただし書の規定によ

る使用料の還付の基準の設定
条例第 条第２項の規定により読み替えられた条例第 条第６項の規定による使用料

の減免の基準の設定及び減免
附 則

この規則は、平成 年４月１日から施行する。
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